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食育推進検討部会設置要綱 

 

                                         

制定 令和３年３月 23 日健保事第 4009 号（局長決裁） 

最近改正 令和５年３月 24 日 健保事第 3956 号（局長決裁） 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、食育の推進に関して専門的見地から検討するため、健康横浜２１推進

会議運営要綱（以下「要綱」という。）第７条第１項に基づき設置する「食育推進検討

部会」（以下「検討部会」という。）の運営に関し必要な事項について定めるものとする。 

 

（検討事項） 

第２条 検討部会は、次の事項について検討を行うものとする。 

（１）食育推進計画の策定に関する事項 

（２）食育の推進に関する事項 

（３）その他必要な事項 

 

（構成） 

第３条 検討部会は、要綱第７条第２項に基づき、健康横浜２１推進会議（以下「推進会議」

という。）の委員及び要綱第４条に基づき市長が任命した臨時委員のうちから推進会議

の会長が指名する者をもって組織する。 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年以内とする。ただし、委員に欠員が生じた時の補欠委員の任期は

前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

 

（部会長等） 

第５条 検討部会に部会長及び副部会長を置く。 

２ 部会長は、委員の互選によりこれを定める。副部会長は、委員の中から部会長が指名

する。 

３ 部会長は、検討部会を代表し、会務を掌理する。 

４ 副部会長は、部会長が欠けたとき、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第６条  検討部会の会議は、部会長が招集する。ただし、委員任命後、部会長選出前の検討

部会の会議は、推進会議の会長が招集する。  

２ 部会長は、検討部会の会議の議長とする。  

３ 検討部会は、委員の過半数の出席により開催する。  

４ 検討部会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の場合は、検討部
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会の部会長の決するところによる。  

５ 検討部会を欠席する予定の委員は、第２条に関する意見を書面により事前に提出する

ことができる。  

 

（会議の公開） 

第７条  横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成 12 年２月横浜市条例第１号）  

第 31 条の規定により、検討部会の会議については、一般に公開するものとする。ただし、

委員の承諾があれば、会議の一部又は全部を非公開とすることができる。  

 

（意見の聴取等） 

第８条 部会長は、検討部会の運営上必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、そ  

の意見又は説明を聴くほか、資料の提出その他必要な協力を求めることができる。  

 

（推進会議への報告） 

第９条 検討部会は、会議内容を推進会議へ報告するものとする。  

 

（守秘義務） 

第 10 条 委員及び関係者は、検討部会の運営上知りえた秘密を厳守するとともに、これを

他に利用してはならない。  

 

（庶務） 

第 11 条 検討部会の庶務は、健康福祉局健康推進課において処理する。  

 

（委任） 

第 12 条 この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、部会長が検討

会の会議に諮って定める。 

 

附 則  

（施行期日） 

 この要綱は、令和３年３月 23 日から施行する。  

 

附 則  

（施行期日） 

 この要綱は、令和５年４月１日から施行する。  

 



 

資料３ 

横浜市食育推進計画（第３期）の目標に関連する取組（横浜市） 
 

 

【取組の方向性】 

 横浜市食育推進計画（第３期）では、「『食』を通して健康と豊かな人間性を育み、活力ある横浜を創る」

という「基本理念」を実現するため、「おいしく楽しい『食』や食環境づくりの推進が、市民一人ひとり

の生涯を通じた健康を支える」、「食の多様性や横浜らしい食文化を継承し、食に関する持続可能な環境

を整える」という２つの「基本目標」と、６つの「推進テーマ」を掲げています。 

そして、横浜市民の食生活を取り巻く現状を踏まえ、６つの「推進テーマ」の中でも、「栄養バランス

に配慮した食生活の推進」、「自然に健康になれる食環境づくり」を「重点テーマ」として位置付け、取組

を進めています。 

  

＜横浜市食育推進計画 推進テーマ・目標＞ （◎は重点テーマ） 

推進テーマ 目標 

◎栄養バランスに配慮した 

食生活の推進 

1 朝食を欠食する市民を減らす 

2 栄養バランスに配慮した食生活を実践する市民を増やす 

3 
生活習慣病の予防や改善のために、ふだんから適正体重の維持を実践する市

民を増やす 

何でもおいしく 

楽しく食べよう 

4 朝食又は夕食を家族等と一緒に食べる「共食」の回数を増やす 

5 よく噛んで食べることができる市民を増やす 

◎自然に健康になれる 

食環境づくり 

6 食育に関心を持っている市民を増やす 

7 食育の推進に関わるボランティアの数を増やす 

8 
健康への関心の有無にかかわらず、誰もが栄養バランスのよい食事を選択で

きる食環境を整える 

地産地消等の推進 

9 学校給食における地場産物を活用した取組等を増やす 

10 農林漁業体験を経験した市民を増やす 

11 産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選ぶ市民を増やす 

日本の食文化の継承 12 
地域や家庭で受け継がれてきた伝統的な料理や作法等を継承し、伝えている

市民を増やす 

食の安全と環境に 

配慮した食育の推進 

13 食品の安全性について基礎的な知識を持ち、自ら判断する市民を増やす 

14 日頃から災害に備え、食料品等の備蓄に努める市民を増やす 

15 環境に配慮した農林水産物・食品を選ぶ市民を増やす 

16 食品ロス削減のために何らかの行動をしている市民を増やす 

 

＜ライフステージ＞ 

ライフステージ 

(1) 育ち・学びの世代（乳幼児期～青年期） 

(2) 働き・子育て世代（成人・壮年期） 

(3) 実りの世代（高齢期） 

(4) 全世代 

 

【主な取組実績】 

〇給食だより等を活用した保護者や小中学生等への啓発 

（教育委員会事務局・こども青少年局） 

【目標：1,2,5,9,12 / ライフステージ：(1)】 

 

・「ぱくぱくだより」や食育動画を活用した食文化等の情報発信 

・中学校全員給食に向けたメニューコンクールの実施 

・市立保育所における給食だよりでの食育に関する情報発信 

 

＜保育所：給食だより 抜粋＞ 



 

〇乳幼児健診の場を活用した食育啓発（こども青少年局） 

【目標：1,2,4,5,13 / ライフステージ：(1)】 

 

・親子が集まる乳幼児健診の場で食生活・栄養に関する情報発信 

 

 

〇市場のプロによるアウトプット型授業（経済局） 

【目標：6 / ライフステージ：(1)】 

 

・小学生への出前講座（中央卸売市場）と受講した 

児童による発表を通じて食への理解と関心を促進 

 

 

〇「すくすくファーム横浜」による農体験事業（みどり環境局） 

【目標：10 / ライフステージ：(1)】 

 

・モデル地区を対象に３歳児健診会場で小松菜栽培キットの配布 

・市内産農畜産物を使った収穫体験イベントの開催 

 

 

〇食品ロス削減をテーマとした出前教室（資源循環局） 

【目標：16 / ライフステージ：(1),(4)】 

 

・保育園・小学校での出前教室、横浜 F・マリノスと連携した啓発、 

区民まつり・イベントを通じて行動変容を促進 

 

【各区・健康福祉局が連携した取組】 

・ハマの元気ごはん提供店登録制度の周知、登録勧奨 【目標：8 / ライフステージ：(2),(3)】 

・食生活健康相談                 【目標：1 / ライフステージ：(2),(3)】 

・乳幼児食生活健康相談、離乳食教室        【目標：1 / ライフステージ：(1),(2)】 

・栄養バランスのよい食事の啓発及び健康教育    【目標：2 / ライフステージ：(4)】 

・ベジチェックを活用した食育啓発         【目標：3 / ライフステージ：(4)】 

・食生活等改善推進員養成支援           【目標：7 / ライフステージ：(2),(3)】 

・給食施設指導による食環境づくり         【目標：8 / ライフステージ：(4)】 

 

 

 

 

 

＜市場：児童による発表の様子＞ 

＜農体験：栽培キット配布に係るチラシ＞ 

＜ハマの元気ごはん登録マーク＞ ＜ベジチェックを活用した食育啓発＞ ＜栄養バランスのよい食事啓発リーフレット＞ 

＜食品ロス：出前教室の様子＞ 



横浜市食育推進計画（第３期）の目標に関連する取組
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1 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

家族と共に食する食の楽しさや、食の楽し
さ大切さを会員のメンバーのお店や講習
会、食のイベントなどで伝えている。

食の大切さや楽しさを伝える活動。 9月に600人規模のイベントを開催、市民に
食の大切や楽しさを実感してもらった。

高校にて和食のダシの授業を行い和食の素
晴らしさを体験してもらった。

引き続き食の大切や楽しさを伝える。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

横浜ガストロノミ協議会としてボランティ
ア参加を呼びかけている

横浜ガストロノミ協議会を通してボラン
ティアを呼びかける。

高校にて和食のダシの授業を行う。 横浜ガストロノミ協議会としてのボラン
ティア活動を積極的に行う。 ● ● ● ● ●

3 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

・中学校給食へのアドバイスやメニューの
開発
・生産者との懇談会

中学校給食のアドバイスやメニュー開発又
コラボレーションを行う。

中学校給食のメニュー開発を行う。
和のスープ２品　洋のスープ２品　中の
スープ２品のメニュー開発

来年から始まる中学校給食のメニュー開発
やアドバイスを行う。

● ● ● ● ● ●

4 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

横浜中央市場とコラボレーションを行いレ
シピの開発を行っている

横浜中央市場と協力して料理教室やメ
ニュー開発を行う。未使用魚のメニュー開
発なども行いフードロスを考える。

２月に横浜中央卸売市場で市民の為の料理
教室を開催

各店舗にて未使用魚のメニュー開発やフー
ドロスを取り組む。

横浜中央卸売市場と協力して市民の為の料
理料理教室やメニュー開発を取り組む。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

食の安全性や知識の向上の為の勉強会 横浜市民の為の料理教室 横浜中央卸売市場での料理教室 横浜市民の為の料理教室を開催

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

6 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

・規格外の野菜や未使用魚の活用
・地元野菜を使った料理教室

地元野菜や地元の魚介類の使用。横浜ガス
トロノミ協議会としてのフードロス削減の
取り組み。

横浜ガストロノミ協議会全体では取り組み
が不十分だった。

地産地消・フードロスなどを積極的に取り
組む。 ● ● ● ● ● ● ● ●

7 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

・生産者との懇談会
・規格外の野菜や未使用魚の活用
・横浜ガストロノミ協議会としてのフード
ロス削減の取り組み

横浜の小学生への食育や味覚の授業。 中学校への訪問で食育や地産地消を一緒に
学ぶ。

小学校への食育や味覚の授業が不十分だっ
た。
各シェフが個人的に行った。

子供達への食育を行う。

● ● ● ● ● ● ●

8 NPO法人　横浜ガストロノミ協議会

横浜ガストロノミ協議会としての健康レシ
ピ開発。

各店舗にて健康レシピの開発を行う。
各店舗人手不足が深刻で会の活動の時間が
取りづらい。

横浜市民の為の健康レシピの開発を行う。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

9 一般社団法人　ラシク045

・ラシク０４５に在籍する会員が代表を務
める団体（つどいのひろば、拠点、障害者
就労支援施設、子育て支援者会場）などで
親子の現状を聞き、生活環境、食育アドバ
イスなどを実施する。

令和６年度同様の取り組みを継続 各会場や団体において常時対応実施 令和６年度同様の取り組みを継続

● ● ● ● ● ● ● ●

10 一般社団法人　横浜市歯科医師会

６月「歯と口の健康週間行事」、１１月
「秋の健康づくり月間」に各地区で行うに
行事において啓発活動や簡単に作れる朝食
レシピの紹介

・６月〜７月にかけて歯と口の健康週間行
事」をHP開催
　「お弁当コンクール（噛みごたえのある
食材を用いて）」を実施
・７月に旭区「ズーラシア」にて動物・ヒ
トについての「歯」の役割等についてのセ
ミナー実施

・６月〜７月にかけて「歯と口の健康週間
中央行事」HP開催　総アクセス数：14,033
「お弁当コンクール」応募12件
・７月に旭区「ズーラシア」にて動物・ヒ
トの「歯やお口」についてイベント開催
小学４〜６年とその保護者24組の申し込み
あり

・６月〜７月にかけて「歯と口の健康週間
中央行事」HP開催
・６月末に旭区「ズーラシア」にて動物・
ヒトの「歯やお口」についてイベント開催

● ● ● ● ● ● ●

11 一般社団法人　横浜市歯科医師会

・口腔疾患の予防と口腔機能育成に関する
研修会の実施
・保育所等職員に対して乳幼児保健研修会
の実施
・口腔機能発達不全症についてのセミナー
の実施

・口腔疾患の予防と口腔機能育成に関する
研修会の実施
・保育所等職員に対して乳幼児保健研修会
の実施
・各区で口腔機能発達不全症についてのセ
ミナーなどの実施

・口腔疾患の予防と口腔機能育成に関する
研修会開催　82名参加
・保育所等職員に対して乳幼児保健研修会
の開催120名参加
・横浜市歯科医師会HP内「教えて！めばえ
ちゃん」コンテンツ内で「授乳・離乳につ
いて」「離乳食について」「赤ちゃんのお
食事ツールのお話」をアップデート

・口腔疾患の予防と口腔機能育成に関する
研修会の実施
・保育所等職員に対して乳幼児保健研修会
の実施
【新規】横浜市歯科医師会HP内「教えて！
めばえちゃん」コンテンツ内での口腔機能
発達不全に対する動画等の作成

● ● ● ● ● ●

12 一般社団法人　横浜市歯科医師会

歯周病検診や前期・後期高齢者における歯
科健診の実施。また横浜市各地区で歯周病
や生活習慣病についてのセミナーを開催

・歯周病検診や前期・後期高齢者における
歯科健診の実施。また横浜市各地区で歯周
病や生活習慣病についてのセミナーを開催

・歯周病検診や前期・後期高齢者における
歯科健診の実施。また各地区で歯周病や生
活習慣病についてのセミナーを開催

【新規】歯周病検診対象年齢２０歳、３０
歳への拡大に伴う若い世代への歯周病や生
活習慣病についての啓発促進 ● ● ● ● ●

13 一般社団法人　横浜市歯科医師会

・保育園健診等の歯科保健指導時に「噛む
ことの大切さ」を指導
・各地区で「口腔機能低下症」のセミナー
で「噛むことの重要性」「口腔機能低下予
防」の周知

・保育園健診等の歯科保健指導時に「噛む
ことの大切さ」を指導
・各地区で「口腔機能低下症」のセミナー
で「噛むことの重要性」「口腔機能低下予
防」の周知

・保育所等入所児童歯科健診事業の保健指
導時に「噛むことの大切さ」を指導
・各地区で「オーラルフレイル」「口腔機
能低下症」のセミナーを開催し、「噛める
ことの重要性」「口腔機能低下予防」の周
知を行なった。

・保育所等入所児童歯科健診事業の保健指
導に「噛むことの大切さ」を指導
【新規】オーラルフレイルの新たなチェッ
ク項目「OF-5」を中心とした口腔機能低下
に関する啓発媒体の作成

● ● ● ● ●

令和６年度以降の取組団体名 令和６年度取組計画 令和６年度取組実績Ｎｏ

＜基本目標１＞
おいしく楽しい「食」や食環境づくりを推進が、市民の一人ひとりの生涯を通じた健康を支える。（健康増進

＜基本目標２＞
食の多様性や横浜らしい食文化を継承し、食に関する持続可能な環境を整える。（社会・環境・食文化・食

ライフステージ

令和７年度取組計画

食の安全と環境に配慮した食育の推進
何でもおいしく楽しく食べ
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自然に健康になれる食環境づくり 地産地消等の推進栄養バランスに配慮した食生活の推進
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令和６年度以降の取組団体名 令和６年度取組計画 令和６年度取組実績Ｎｏ

＜基本目標１＞
おいしく楽しい「食」や食環境づくりを推進が、市民の一人ひとりの生涯を通じた健康を支える。（健康増進

＜基本目標２＞
食の多様性や横浜らしい食文化を継承し、食に関する持続可能な環境を整える。（社会・環境・食文化・食

ライフステージ

令和７年度取組計画

食の安全と環境に配慮した食育の推進
何でもおいしく楽しく食べ
よう

自然に健康になれる食環境づくり 地産地消等の推進栄養バランスに配慮した食生活の推進

14 公益社団法人　神奈川県栄養士会

・（公財）かながわ健康財団主催の「健康
チャレンジフェアかながわ」に参加生活習
慣病予防対策を中心に展示、資料配布

・（公財）かながわ健康財団主催の「健康
チャレンジフェアかながわ」に参加　測定
等体験型ブース展示

・（公財）かながわ健康財団主催の「健康
チャレンジフェアかながわ」に参加　ベジ
チエック測定とアドバイス
歯科医師会、歯科衛生士会、神奈川県と
オーラルフレイルに関するスタンプラリー
実施１回　146人

・（公財）かながわ健康財団主催の「健康
チャレンジフェアかながわ」に参加　測定
等体験型ブース展示

● ●

15 公益社団法人　神奈川県栄養士会

・神奈川県歯科医師会の後期高齢者歯科検
診モデル事業「オーラルフレイル予防教
室」栄養改善プログラムに協力（横須賀
市、鎌倉市、三浦市、）
・横浜市歯科医師会の主催デンタルショー
に参加予定　食育をテーマに展示ブースを
設け、資料、レシピの配布を行う歯と口の
健康週間行事に参加協力

・横浜市歯科医師会主催
歯と口の健康週間イベント後援
会員に周知

・横浜市歯科医師会主催
歯と口の健康週間イベント後援
会員に周知

・横浜市歯科医師会主催
歯と口の健康週間イベント後援
会員に周知

● ● ● ●

16 公益社団法人　神奈川県栄養士会

・「市民活動フェア」にて栄養士会第1県民
活動事業部の活動紹介を行う
様々な世代に向けた食育活動について紹介
・レシピ配布などの会場でのフェア参加と
WEB配信
・「こどもができる簡単料理レシピ集」を
作成し、このレシピを使ったこども料理教
室を開催

・「市民活動フェア」に出展
様々な世代に向けた食育活動について紹介
会場での栄養相談　レシピ配布
「こどもができる簡単料理レシピ集」を
使った料理教室を開催

・「市民活動フェア」に出展　実施１日間
210人
様々な世代に向けた食育活動について紹介
会場での栄養相談　レシピ配布
・健康チャレンジフェア展示ブース　ベジ
チェック、歯科医師会とスタンプラリー
実施１回　146人

・「市民活動フェア」、「健康チャレンジ
フェア」に出展
様々な世代に向けた食育活動について紹介
会場での栄養相談　レシピ配布
「こどもができる簡単料理レシピ集」を
使った料理教室を開催

● ● ● ●

17 公益社団法人　神奈川県栄養士会

・横浜中央卸売市場発行　栄養士会監修の
「とりわけ離乳食レシピブック」を使う離
乳食教室を開催　横浜市内の子育て拠点、
子育てサロン、子育て広場にてお魚離れが
進む世代にむけてお魚を使う離乳食料理を
紹介する

・横浜中央卸売市場発行　栄養士会監修の
「とりわけ離乳食レシピブック」を使う離
乳食教室の開催
横浜市内の子育て拠点、子育てサロン、子
育て広場にて開催する

・横浜中央卸売市場発行　栄養士会監修の
「とりわけ離乳食レシピブック」を使うお
さかな離乳食教室の開催
横浜市内の子育て拠点「中区のんびりん
こ」、港北区子育て広場「ともとも」にて
開催した。
実施４回　57組

・横浜中央卸売市場発行　栄養士会監修の
「とりわけ離乳食レシピブック」を使う離
乳食教室の開催
横浜市内の子育て拠点、子育てサロン、子
育て広場にて開催する。 ● ●

18 公益社団法人　神奈川県栄養士会

・「かながわ食育フェスタ」に展示ブース
参加し、特に親子向けにお箸の使い方を豆
使いゲームなどを通して伝える

関連団体として横浜市への事業協力
・「フレイル予防」
・公衆衛生をテーマとしたイベント

関連団体として横浜市への事業協力
・「フレイル予防栄養相談」神奈川区公会
堂にて開催　実施回数１回　28人
・公衆衛生をテーマとしたイベント　ウエ
ルネスポートヨコハマ　ベジチェックと骨
密度測定後栄養相談　実施回数１回　1,904
名

関連団体として横浜市への事業協力
・「フレイル予防」
【新規】高齢者向け料理教室開催
・公衆衛生をテーマとしたイベント
【拡充】女性の健康づくりを視野に入れ
る。

● ● ● ●

19 公益社団法人　神奈川県栄養士会

・かながわビッグレスキューへの展示
JDA-DAT（日本栄養士会並びに神奈川県栄養
士会災害支援チーム）の活動周知を行った
横浜市防災計画関連機関として食を通した
災害支援に協力
・災害時の備蓄食品についての動画配信、
パッククッキングの動画配信をYouTubeで
行っている

・かながわビッグレスキューへの展示
・横浜市防災計画関連機関として食を通し
た災害支援に協力
・地域での防災イベントに参加
災害備蓄食品、パッククッキングの紹介

・かながわビッグレスキューへの展示　神
奈川総合防災センターにて開催　実施回数
１回　225人
・横浜市防災計画関連機関として食を通し
た災害支援に協力
・地域での防災イベントに参加
・市民活動フェアでミニ講話を開催　災害
備蓄食品、パッククッキングの紹介　実施
回数１回　８人

・かながわビッグレスキューへの展示
・横浜市防災計画関連機関として食を通し
た災害支援に協力
・地域での防災イベントに参加
災害備蓄食品、パッククッキングの紹介

● ● ● ●

20 株式会社 崎陽軒

２００５年に「つづき博士倶楽部」に登録
し都筑区内の小学校にて　「シウマイから
学ぶ食べ物のかがく」の食育講座を提供。
また市内中学校で１２年間にわたり職業講
座と製造体験を実施

２００５年に「つづき博士倶楽部」に登録
し都筑区内の小学校にて　「シウマイから
学ぶ食べ物のかがく」の食育講座を提供。
また市内中学校で１２年間にわたり職業講
座と製造体験を実施

依頼を受けて対応 2005年に「つづき博士倶楽部」に登録し都
筑区内の小学校にて「シウマイから学ぶ食
べ物のかがく」の食育講座を提供。
また市内中学校で12年間にわたり職業講座
と製造体験を実施

● ●

21 株式会社 崎陽軒

レストランにおいて産地の書かれたメ
ニューを提供。
市内でとれた小松菜を使用他。

レストランにおいて産地の書かれたメ
ニューを提供。
市内でとれた小松菜を使用他。

レストランにおいて産地の書かれたメ
ニューを提供。
市内産物でとれた小松菜を使用他。

レストランにおいて産地の書かれたメ
ニューを提供。
市内産物でとれた小松菜を使用他。 ● ● ● ●

22 株式会社 崎陽軒

西区、都筑区、戸塚区の食品衛生協会に所
属し、区民祭りや　横浜市食品衛生協会の
行事を通じ、食中毒予防の啓蒙活動、を毎
年行っている

西区、都筑区、戸塚区の食品衛生協会に所
属し、区民祭りや　横浜市食品衛生協会の
行事を通じ、食中毒予防の啓蒙活動、を毎
年行っている

スケジュール通り実施 西区、都筑区、の食品衛生協会に所属し、
区民祭りや　横浜市食品衛生協会の行事を
通じ、食中毒予防の啓蒙活動を毎年行って
いる。

● ● ● ●

23 株式会社 崎陽軒

・災害時における炊き出しとしての製品
（弁当類）の継続的提供や、　「ローリン
グストック法」の認知拡大のため、継続的
にカタログ
・自社サイトにて、ローリングストック法
を紹介。

・災害時における炊き出しとしての製品
（弁当類）の継続的提供や、　「ローリン
グストック法」の認知拡大のため、継続的
にカタログ
・自社サイトにて、ローリングストック法
を紹介。

計画通り実施 ・災害時における炊き出しとしての製品
（弁当類）の継続的提供や、「ローリング
ストック法」の認知拡大のため、継続的に
カタログ
・自社サイトにて、ローリングストック法
を紹介。

● ● ● ●

24 株式会社 崎陽軒

生産工程で発生する規格外のサイズや形、
余剰となってしまった食材などを使用した
『横浜市×崎陽軒「もったいない」を見直
そう弁当』、『横浜市×崎陽軒「もったい
ない」を見直そう弁当2』を発売し、市民の
皆様に購入していただくことで食品ロス削
減に取り組んでいただいた。

生産工程で発生する規格外のサイズや形、
余剰となってしまった食材　などを使用し
た『横浜市×崎陽軒「もったいない」を見
直そう弁当』、『横浜市×崎陽軒「もった
いない」を見直そう弁当2』を発売し、市民
の皆様に購入していただくことで食品ロス
削減に取り組んでうただいた。関連企画を
計画。

依頼がなかったので未実施
港南区にて、食品ロスに関して講演

生産工程で発生する食品ロスに関して資源
化を中心に取り組む。
ロス自体が出ないような、工程改善などを
小集団活動を行う。
また、『横浜市×崎陽軒「もったいない」
を見直そう弁当』に関しては、取組依頼が
あれば対応。

● ● ● ●
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令和６年度以降の取組団体名 令和６年度取組計画 令和６年度取組実績Ｎｏ

＜基本目標１＞
おいしく楽しい「食」や食環境づくりを推進が、市民の一人ひとりの生涯を通じた健康を支える。（健康増進

＜基本目標２＞
食の多様性や横浜らしい食文化を継承し、食に関する持続可能な環境を整える。（社会・環境・食文化・食

ライフステージ

令和７年度取組計画

食の安全と環境に配慮した食育の推進
何でもおいしく楽しく食べ
よう

自然に健康になれる食環境づくり 地産地消等の推進栄養バランスに配慮した食生活の推進

25 横浜市場プロモーション委員会

市場隣接地にて、市場直送の食材を活用し
た飲食物を販売するイベントを開催。新鮮
な市場食材を味わうことで食への興味関心
を育む。

・市場隣接地にて、市場直送の食材を活用
した飲食物を販売するイベントの開催　1回
（約10,000人）

・市場隣接地にて、市場直送の食材を活用
した飲食物を販売するイベントを開催。新
鮮な市場食材を味わうことで食への興味関
心を育む。

● ● ● ● ●

26 はまふぅどコンシェルジュ

旬の野菜を使った簡単な家庭料理の料理教
室。旬の野菜についての豆知識を得たり、
野菜を無駄なく使い切れる簡単なレシピを
学んだりする講座。

旬の野菜を使った簡単な家庭料理の料理教
室。旬の野菜についての豆知識を得たり、
野菜を無駄なく使い切れる簡単なレシピを
学んだりする講座。

・旬の野菜を紹介しながら、丸ごと使い切
れるレシピの講座。
実施回数3回（25人）
・小学校の栄養教諭向けに、給食で使える
「豆料理」の講座。
実施回数1回（40人）

旬の野菜を使った簡単な家庭料理の料理教
室。旬の野菜についての豆知識を得たり、
野菜を無駄なく使い切れる簡単なレシピを
学んだりする講座。 ● ● ●

27 はまふぅどコンシェルジュ

ローリングストックを応用した簡単な家庭
料理の料理教室。ローリングストックとい
う方法や、それを使った簡単な料理を学ぶ
講座

ローリングストックを応用した簡単な家庭
料理の料理教室。ローリングストックとい
う方法や、それを使った簡単な料理を学ぶ
講座

・需要がなく、実施できませんでした。 ローリングストックを応用した簡単な家庭
料理の料理教室。ローリングストックとい
う方法や、それを使った簡単な料理を学ぶ
講座

● ● ● ●

28 はまふぅどコンシェルジュ

「3R夢なクッキング講座」家庭の冷蔵庫の
食品ロスに目を向け、手作りドレッシング
を作る料理教室

「3R夢なクッキング講座」家庭の冷蔵庫の
食品ロスに目を向け、手作りドレッシング
を作る料理教室

・需要がなく、実施できませんでした。 【新規】港北区国際交流ラウンジにて、季
節に応じた食育講座を開催。
（６年度も数回実施済み） ● ● ● ●

29 はまふぅどコンシェルジュ

・生活習慣病健診や人間ドックを推進し、
若い世代の健診受診率向上を図る運動を展
開
・ＪＡグループである厚生連と連携し、生
活習慣病健診や人間ドックを推進し、病気
等の早期発見につとめる。

横浜市泉区の一般社団法人かけはしにて、
月1回【作って食べよう】という食育講座を
開催
（５月から活動中）

・季節に応じたテーマを設け、開催。
実施回数10回（80〜100人）

横浜市泉区の一般社団法人かけはしにて、
【作って食べよう】の食育講座を開催。
（担当が変わったため不定期開催予定）

● ● ● ● ● ●

30 ユカナガシマ・クッキングサロン

部活動の生徒や居場所作りカフェ、食育講
座において、朝食や栄養バランスを含めた
食育啓発を行う。

中学校・高校の部活動の生徒や高校生の居
場所作りカフェ、中学校夜間学級での食育
講座などにおいて、朝食や栄養バランスを
含めた食育啓発を行う。また、子どもh食堂
などの地域に根ざした活動へのサポートに
も力を入れる。

発達段階に応じ、児童生徒〜高校生。指導
者を含め、その時々の環境に合わせた接種
の仕方などを伝えるとともに、自ら実践で
きるように興味関心を持ってもらう。

【拡充】学校や居場所づくり事業など一定
の場所に来れる児童生徒だけにとどまら
ず、各種専門性や地域の見守り支援などを
行っている団体と協力し、学校の理解を得
ながら、不登校児童生徒への「食」の関心
を持たせ、自らのちからで一歩踏み出せる
機会・場を作る。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

31 ユカナガシマ・クッキングサロン

日々の活動をアピールすることで共感者を
増やす。誰でも参加できるように、ボラン
ティア内容は多岐にわたることを明示す
る。どんなことでも、「食」が心を豊かに
することを伝えることで、ボランティア自
身が心豊かになることなどを伝える。

日々の活動をアピールすることで共感者を
増やす。誰でも参加できるように、ボラン
ティア内容は多岐にわたることを明示す
る。どんなことでも、「食」が心を豊かに
することを伝えるために、多様な場所・
人々と交流を持つ。

積極的にボランティア希望者が増加をして
いる。特別な宣伝はしていないが、ボラン
ティアを希望者は潜在的にいることがわか
る

【拡充】ボランティア希望者には、ただそ
こに来て手伝うのではなく、『食』「人』
への関わり方などの知識・スキルアップが
徐々にできるように、きめ細かなコーディ
ネートが求められると考える。 ● ● ● ●

32 ユカナガシマ・クッキングサロン

人それぞれ環境が違うことを知ることで、
出来ることや行えることは違ってくる。そ
の場に応じた最善の知識と、適切な行動が
できるような理解者・企業そして場所を確
保するように進めていく。あらゆる年齢に
対応できるような、データ資料作りをすす
める

人それぞれ環境が違うことを知ることで、
出来ることや行えることは違ってくる。そ
の場に応じた最善の知識と、適切な行動が
できるような理解者・企業そして場所を確
保するように進めていく。あらゆる年齢に
対応できるような、データ資料作りをすす
め流とともに、できる人を育てる。

データの蓄積は、日々の積み重ねで行えて
いる。

【拡充】積み重ねたデータと上記スキル
アップなどを共有してい区ことが、「食」
の底上げにつながると考える

● ● ● ●

33 ユカナガシマ・クッキングサロン

食農体験として、実践しているが、限られ
た学校だけではなく、拡大していく→横浜
総合高校に加え、戸塚高校定時制や更には
市立高校全体に取り組めるよう、多角的に
考える　また、農業体験などを通じて就労
など、キャリア支援につながるような仕組
みにしていく。

食農体験として、実践を横浜総合高校に加
え、戸塚高校定時制などに進めたことに加
え、身時から取り組みたいと思える様な仕
掛け・仕組みをつくり、農業体験などを経
験することが、キャリア支援につながるよ
うに伝える。

学校により体験事業への興味関心度に温度
差があるため、一律に同様のことを行うこ
とは難しいが、教職員などとの十分な話し
合いや目的の共有などを伝えていくこと
で、新たな方向性もみえてきた。

【拡充】さらに生徒が自ら考え行動できる
ようにするための、仕組みもしくは組織作
り

● ●

34 ユカナガシマ・クッキングサロン

10の取り組みを進める中で、自ら食材・食
品を知り、知ろうとする学ぶ姿勢を育て、
自らの健康や他者への思いやりにつながる
大人に育てる。

10の取り組みを進める中で、自ら食材・食
品を知り、知ろうとする学ぶ姿勢を育て、
自らの健康や他者への思いやりにつながる
大人になることを知ってもらい、育ててい
く。

目的を持つことで、児童生徒に限らず大人
も自分に必要な学び・知識を習得しようと
いう意思は働く。きっかけや環境をより柔
軟に考えるとより良い方向に進んでいける
と思う。

【拡充】さまざまなチャンスに活かすため
のツール作り。また、関係機関との連携の
はかりかたのグレードアップ。

● ●

35 ユカナガシマ・クッキングサロン

日々の生活の中での当たり前のことが
「食」とつながり、さまざまなつながりを
形成していることを、講座や講演・コラム
などの中で伝えていく。

日々の生活の中での当たり前のことが
「食」とつながり、さまざまなつながりを
形成していることを、講座や講演・コラム
などをさらに、拡充する。

経年にわたる継続した活動の中で、その変
化を感じることがある。もしくは報告を受
けることがある。日々の積み重ねが必須で
あることを強く感じた。

【拡充】広報の仕方を改めて構築する。今
行なっている、よこはまスパイスさんとの
共催事業の弁当コンクールものその一つで
すが、規模は小さくても、他にもコンクー
ル形式を試みる。

● ● ●
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令和６年度以降の取組団体名 令和６年度取組計画 令和６年度取組実績Ｎｏ

＜基本目標１＞
おいしく楽しい「食」や食環境づくりを推進が、市民の一人ひとりの生涯を通じた健康を支える。（健康増進

＜基本目標２＞
食の多様性や横浜らしい食文化を継承し、食に関する持続可能な環境を整える。（社会・環境・食文化・食

ライフステージ

令和７年度取組計画

食の安全と環境に配慮した食育の推進
何でもおいしく楽しく食べ
よう

自然に健康になれる食環境づくり 地産地消等の推進栄養バランスに配慮した食生活の推進

36 一般社団法人　横浜市食品衛生協会

食中毒予防と食の安全の啓発 横浜市の飲食店では食品衛生責任者を設置
しており、責任者の方は年に一度最新の食
品衛生の知識取得や食中毒予防の講習会を
横浜市食品衛生協会で開催し食中毒予防の
啓発を行います。

食品衛生責任者実務講習会の開催
会場型　76回開催　5,240人　受講
eラーニング　8,351人　受講

引き続き講習会事業での食中毒予防を啓発
します。

● ● ● ● ●

37
一般社団法人　F・マリノススポー
ツクラブ

・小学校、中学校でのスポーツを通した食
育活動で「朝食の大切さ」や「栄養バラン
スのよい食事」等をテーマに実施

・小学校、中学校でのスポーツを通した食
育活動で「朝食の大切さ」や「栄養バラン
スのよい食事」等をテーマにプリントや実
技を交えて実施

・サッカー食育キャラバン実施数：208校 ・横浜市の小学校を対象に、サッカー食育
キャラバンを実施（200校強の申込）
・体育の授業と給食の時間を使い、身体を
動かす事の楽しさ（健康や友達との協力）
と好き嫌いなく何でも食べよう！朝ごはん
をしっかり食べよう！の講話
・資源循環局と作成した「食品ロス」のプ
リントの配布

● ● ● ● ●

38
一般社団法人　F・マリノススポー
ツクラブ

小学校、中学校での講演の際に、「食品ロ
ス」を分かりやすいようにプリントを配布
（資源循環局とのコラボプリント）

・小学校、中学校での食育教室の際に、
「食品ロス」を分かりやすいようにプリン
トを配布（資源循環局とのコラボプリン
ト）

・食育教室：34校 ・横浜市の中学校を対象に、食育教室を実
施（MAX40校）
・「将来に向かっての食習慣づくり」（健
康なカラダを作る食生活をしよう）と題し
50-90分の講座を実施。その後、ケガの予防
のストレッチを実践
・資源循環局とコラボで作成した「食品ロ
ス」のプリントの配布

● ● ●

39 ＪＡ横浜

市内小学校5年生を対象に稲作栽培支援事業
を実施し、農業体験を通じて子どもたちへ"
いのち"の源である食を育む農業の大切さを
伝える。

稲作栽培支援事業を申請した市内小学校に
対し、事業を実施していく。

・市内小学校5年生を対象に稲作栽培支援事
業を実施し、農業体験を通じて子どもたち
へ"いのち"の源である食を育む農業の大切
さを普及啓発。
実施校：29校　実施回数：51回　参加児童
数：延べ2,199名
・実施小学校担当教員に対し「稲作栽培指
導者向け資料」を配布。

本年度より新規申請校を重点項目に掲げ、
稲作栽培支援事業を実施していく。

● ●

40 ＪＡ横浜

11月の地産地消月間において、「学校給食
食材一斉供給」を実施。

地産地消月間である11月に「学校給食食材
一斉供給」
を実施。令和6年度の食材は「キャベツ」。
実施日は7・12・19・21日の4日間。

11月の地産地消月間において、「学校給食
食材一斉供給」を実施。
食材：キャベツ　実施日：7・12・19・21日
の4日間
実施小学校数：322校　食材供給量：5,001
㎏

11月の地産地消月間において、「学校給食
食材一斉供給」を実施していく。　食材：
キャベツ　実施日：11・18・20・27日の4日
間　実施対象校数：348校　食材供給量：
7,000㎏

● ●

41 ＪＡ横浜

ハマッ子直売所にて地元の農畜産物を販
売。毎週木曜、市庁舎にて横浜野菜の直売
を開催。他にも、クッキング動画を配信す
ることで地産地消のPRにつとめている。

ハマッ子直売所にて地元の農畜産物を販
売。また、毎週木曜、市庁舎にて横浜野菜
の直売を開催していく。他にも、クッキン
グ動画を配信することで地産地消のPRにつ
とめていく。

・ハマッ子直売所は年間を通して、地元の
農畜産物を市内13店舗で販売。
・毎週木曜日市庁舎にて横浜野菜の直売を
開催。実施回数：44回　１回あたりの来客
数：229名
・クッキング動画はコロナ収束により実地
開催へ移行。

・ハマッ子直売所は年間を通して、地元の
農畜産物を市内13店舗で販売。
・市庁舎販売は木曜日（50回）に加え、月
曜日（8回）を追加し年58回開催を予定。月
曜日については、横浜野菜の他に花や果物
を多く販売し横浜産農産物を広く普及す
る。

● ● ● ●

42 ＪＡ横浜

地産地消料理教室の開催。「クッキングサ
ロンハマッ子」を活用し、定期的に料理教
室を開催。はまふうどコンシェルジュや料
理研究家等の講座を開催。

「クッキングサロンハマッ子」を活用し、
はまふうどコンシェルジュや料理研究家等
による市内産農畜産物を使用した料理教室
を定期的に開催し、地産地消の普及を進め
ていく。

食材に市内産農畜産物を使用した「クッキ
ングサロンハマッ子」料理教室を開催し、
地産地消の普及啓発に努めた。
実施回数：84回　受講者：1,522名

引き続き「クッキングサロンハマッ子」料
理教室を開催し、地産地消の普及に努めて
いく。

● ●

43 ＪＡ横浜

フードバンクへの協力、フードドライブに
よる食品の提供

7月にフードバンクかながわへ募金寄付をお
こなう。
併せて7,8月（計2回）にフードバンク研修
や仕分けボランティア体験などを実施す
る。

・女性部では、７月と12月にフードバンク
かながわへ約37万円を寄付し、寄贈にあわ
せて研修や仕分けボランティアを行った。
また、２月の女性部大会では、お米1人一合
運動と称し、参加者にお米のフードドライ
ブを呼びかけ、約187ｋg集まり、フードバ
ンクかながわへ寄付した。
・たすけ愛の会では、公益財団法人フード
バンクかながわへ、仕分けボランティアに
参加。年4回実施　参加人数延べ33名

・女性部では、12月にフードバンク神奈川
へ寄付。
また、支部ごとに仕分けボランティアを実
施。【新規】
・たすけ愛の会では、引き続きフードバン
クへ仕分けボランティアとして年４回実施
予定。

● ●
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令和６年度以降の取組団体名 令和６年度取組計画 令和６年度取組実績Ｎｏ

＜基本目標１＞
おいしく楽しい「食」や食環境づくりを推進が、市民の一人ひとりの生涯を通じた健康を支える。（健康増進

＜基本目標２＞
食の多様性や横浜らしい食文化を継承し、食に関する持続可能な環境を整える。（社会・環境・食文化・食

ライフステージ

令和７年度取組計画

食の安全と環境に配慮した食育の推進
何でもおいしく楽しく食べ
よう

自然に健康になれる食環境づくり 地産地消等の推進栄養バランスに配慮した食生活の推進

44
公益財団法人　よこはま学校食育財
団

・親子料理教室は、調理実習と食育講座を
組み合わせて開催している。学校給食でな
じみがある食品を使って料理を作ったり、
食品の知識を深めたりすることで家庭料理
のレパートリーを広げ、より栄養バランス
に配慮した食事ができるように引き続き支
援する。
・財団ホームページを活用した情報発信に
より、学校給食を通して栄養バランスに配
慮した食事の在り方を伝える。

【親子料理教室】
・７月、１０月、１１月に給食の人気メ
ニュー（チリコンカーン、ベイスターズ青
星寮カレーなど）作りを実施する。
・８月に給食のパン業者を講師にパン作り
を実施
・２月に給食物資取扱業者を講師に魚をさ
ばき、調理する料理教室を実施する。
【財団ホームページ】
給食献立のレシピを公開し、家庭で作った
給食の料理を投稿するコーナーを継続す
る。

【親子料理教室】
・前年の年間4回実施を５回に増やして実施
した。
・７月、10月、11月に給食の人気メ
ニュー、8月に給食のパン業者を講師にパン
作り、３月に給食物資取扱業者を講師に魚
を捌いて調理する料理教室を実施し、合計
266人が参加した。
【財団ホームページ】
給食献立のレシピを公開し、家庭で作った
給食の料理を投稿するコーナーを継続し
た。（2025年６月現在、投稿数360）

【ファミリー料理教室】
・親子料理教室はファミリー料理教室と改
称し、小学生とその保護者が参加できるこ
とを改めて示していく。
・予定年間実施回数は５回
・調理実習と食育講座を組み合わせて開催
し、学校給食でなじみがある食品を使って
料理を作ったり、食品の知識を深めたりす
ることで家庭料理のレパートリーを広げ、
より栄養バランスに配慮した食事ができる
ように引き続き支援する。
【財団ホームページ】
給食献立のレシピを公開し、家庭で作った
給食の料理を投稿するコーナーを継続す
る。

● ● ●

45
公益財団法人　よこはま学校食育財
団

学校が開催する給食試食会に財団職員を派
遣し、保護者が学校給食の物資調達や食の
安全、栄養バランスが良い献立作りなどに
ついて理解を深めることができるよう引き
続き支援する。

【試食会支援プロジェクト】
学校の要請に基づき職員を派遣する。

【試食会支援プロジェクト】
学校の要請に基づき職員を派遣した。年間
で36校の要請があった。
【食育教室】
小学校2校、外部団体1社の要請に基づき、
食育教室を実施した。

【試食会支援プロジェクト】
・学校が開催する給食試食会に財団職員を
派遣し、保護者が学校給食の物資調達や食
の安全、栄養バランスが良い献立作りなど
について理解を深めることができるよう引
き続き支援する。
・予定支援校数は年間約20校
【食育教室】
・学校や外部団体からの要請に基づいて食
育教室を支援する。

●

46
公益財団法人　よこはま学校食育財
団

横浜市、JAと連携し、年に一度一斉に市内
産野菜を購入して学校給食に提供する。

【市内産野菜の一斉供給】
１１月に４ブロックに分けて市内産キャベ
ツ供給する。令和6年度はタンタンスープの
献立に使用する。

【市内産野菜の一斉供給】
・11月に４ブロックに分けて市内産キャベ
ツ供給した。
・小学校、義務教育学校、特別支援学校の
332校に供給（日頃から近隣農家から購入し
ている学校を除く）

【市内産野菜の一斉供給】
・横浜市、JAと連携し、年に一度一斉に市
内産野菜を購入して学校給食に提供する。
・予定品目はキャベツ、予定供給対象は小
学校、義務教育学校、特別支援学校の最大
348校

● ●

47
公益財団法人　よこはま学校食育財
団

財団ホームページに年中行事と食事に関す
る食育記事を掲載し、家庭の食事の参考に
したり、学校の職員が給食だより等に活用
できたりする情報を提供している。

【財団ホームページ】
年中行事と食事に関する食育記事を継続し
て掲載する。

【財団ホームページ】
年中行事と食事に関する食育記事を継続し
て掲載した。

【財団ホームページ】
財団ホームページに年中行事と食事に関す
る食育記事を掲載し、家庭の食事の参考に
したり、学校の職員が給食だより等に活用
できたりする情報を提供する。

● ●

48
公益財団法人　よこはま学校食育財
団

・給食物資納入業者を講師に招き、調理従
事者を対象にした食材塾を引き続き開催す
る。

【食材塾】
８月に牛乳業者、２月に青果業者を講師に
迎え、食品の知識や流通等の知識や理解を
深めることを目的とした研修会を開催す
る。

【食材塾】
食品の知識や流通等の知識や理解を深める
ことを目的として、８月と２月に研修会を
開催し、小学校の給食調理員、栄養教諭、
学校栄養職員が合計52名が参加した。

【食材塾】
・給食物資納入業者を講師に招き、小学校
の給食調理員、栄養教諭、学校栄養職員、
教諭等を対象にした食材塾を引き続き開催
する。
・予定年間実施回数は2回

● ● ●

49 横浜市食生活等改善推進員協議会

活動を通じて、「1日3食、栄養バランスよ
く食べる」「野菜たっぷり食べる（１日３
５０ｇ）」「口から食べる」等について伝
える

活動を通じて、「1日3食、栄養バランスよ
く食べる」「野菜たっぷり食べる（１日３
５０ｇ）」「口から食べる」等について伝
える

● ● ● ● ● ●

50 横浜市食生活等改善推進員協議会

活動を通じて、「適正体重を維持」につい
て伝える

活動を通じて、「適正体重を維持」につい
て伝える

● ● ● ●

51 横浜市食生活等改善推進員協議会

活動を通じて、家族と食事をすることは、
楽しいことを伝える。

活動を通じて、家族と食事をすることは、
楽しいことを伝える。 ● ● ● ●

52 横浜市食生活等改善推進員協議会

・活動を通じて、食育について啓発を行う ・活動を通じて、食育について啓発を行う

● ● ● ●

53 横浜市食生活等改善推進員協議会

・「私たちの健康は私たちの手で」という
ヘルスメイトの考えを啓発活動等を通して
市民に伝え、仲間を増やす礎にする

・「私たちの健康は私たちの手で」という
ヘルスメイトの考えを啓発活動等を通して
市民に伝え、仲間を増やす礎にする

・各区栄養士によるヘルスメイト育成教育
に各区ヘルスメイトが参加し、活動の説
明、質問に答える活動をした。
　18区合計36回実施、延べ526人のヘルスメ
イトが関わった。

● ● ●

・横浜市委託事業の行動目標に据えて、全
世代で啓発した。
　育ち・学びの世代
    18区合計36回実施　1,247人に啓発
　働き・子育て世代
    18区合計36回実施　  676人に啓発
　実りの世代
    18区合計36回実施　  731人に啓発

・横浜市委託事業の行動目標に据えて、全
世代で啓発を実施
　育ち・学びの世代
    18区合計36回実施　720人啓発予定
　働き・子育て世代
    18区合計36回実施　720人啓発予定
　実りの世代
    18区合計36回実施　720人啓発予定

【拡充】働き・子育て世代、実りの世代中
心に「自然災害等の「もしも」の健康リス
クに備える」を行動目標に据えて、食料品
等の備蓄に努める市民を増やす啓発活動を
する。
　  18区合計36回実施　1,440人に啓発予定

・全世代において啓発活動を実施
集会形式　18区合計1,592回実施　36,105

人に啓発
　個人活動　18区合計4,055回実施　13,027
人に啓発

・全世代において啓発活動を実施予定
集会形式・個人活動合わせて令和6年度並

予定
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・実施事業内で各区活動の紹介、各区栄養
士によるヘルスメイト育成教育に協力し、
不安なく活動が始められるよう、各区工夫
していく。
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